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自己評価・外部評価・運営推進会議活用ツール    事業所名： ライフステーション寺津      ユニット名： すずらん 

№ タイトル 評価項目 自己評価 記述 
運営推進会議で話しあ

った内容 
外部評価 記述 

Ⅰ.理念・安心と安全に基づく運営         

1 
理念の共有と

実践  

地域密着型サービスの

意義をふまえた事業所

理念をつくり、管理者と

職員は、その理念を共

有して実践につなげてい

る 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

『和を大切にする心』を事業所の

理念として取り組んでいる。お便り

や日誌に記載し、常に意識できる

ようにしている。 

 

 

 

 

 

      

2 
事業所と地域

とのつきあい 

事業所は、利用者が地

域とつながりながら暮ら

し続けられるよう、認知

症の人の理解や支援の

方法などを共有し、事業

所自体が地域の一員と

して日常的に交流してい

る 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

近年はコロナ禍で中止になって

いたが、地域の敬老会などの行事

に参加することで交流を図ってい

る。また、運営推進会議にて事業

所内で起きた事や行事の説明を行

い、現状を知って頂いている。また

利用者のご家族の意見や話しを聞

いて頂き、グループホームの役割

や認知症について理解されるよう

取り組んでいる。 
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3 

運営推進会議

を活かした取

り組み 

運営推進会議では、利

用者やサービスの実

際、評価への取り組み

状況等について報告や

話し合いを行い、そこで

の意見をサービス向上

に活かしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

運営推進会議を 2 ヶ月に 1回開

催しており、ご家族、地域、市役

所、包括支援センターの方に参加

して頂いている。事業所内での近

況を報告し、意見を出して頂きサ

ービスの向上に活かしている。 

 

 

     

4 
市町村との連

携 

市町村担当者と日頃か

ら連絡を密に取り、事業

所の実情やケアサービ

スの取り組みを積極的

に伝えながら、協力関係

を築くように取り組んで

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

運営推進会議などに市町村の

担当者の方に参加して頂き、助言

を頂いている。また、市の事業であ

る介護相談員を定期的に受け入

れ利用者様との関わりの中で、事

業所内の雰囲気を感じて頂いてい

る。 

 
 

      

5 

身体拘束をし

ないケアの実

践 

代表者および全ての職

員が「介護保険法指定

基準における禁止の対

象となる具体的な行為」

を正しく理解しており、玄

関の施錠を含めて身体

拘束をしないケアに取り

組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

日中は、常時玄関を施錠してい

るという事はないが、建物の立地

上、玄関を出ると目の前が車通り

の多い道路の為、利用者様の状

態によっては、一時的にセンサー

を設置したり、施錠する事がある。

また、ベッドからの立ち上がりの際

に転倒防止の為、センサーを設置

することで、身体拘束をしない取り

組みをしている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

A.７つ 
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6 
虐待の防止の

徹底 

管理者や職員は、高齢

者虐待防止関連法につ

いて学ぶ機会を持ち、利

用者の自宅や事業所内

での虐待が見過ごされ

ることがないよう注意を

払い、防止に努めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

常に本人の立場に立ったケアを

行い、自分がされて嫌な対応はし

ないように心がけている。高齢者

虐待防止法については、カンファレ

ンスやミーティングを通して職員間

で話し合い、学ぶ機会を増やす必

要がある。 

 

 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

A.７つ 

 虐待は無いと思う。 

7 

権利擁護に関

する制度の理

解と活用 

管理者や職員は、日常

生活自立支援事業や成

年後見制度について学

ぶ機会を持ち、個々の

必要性を関係者と話し

合い、それらを活用でき

るよう支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

現在、成年後見制度を利用しさ

れている利用者がいる為、理解を

深めるよう努めている。分からない

ことがあれば研修などを通して学

ぶ必要がある。 

 

 

 

 

 

      

8 
契約に関する

説明と納得 

契約の締結、解約また

改定等の際は、利用者

や家族等の不安や疑問

点を尋ね、十分な説明を

行い理解・納得を図って

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

契約の際は、利用契約書、重要

事項説明書の内容を、契約者と確

認しながら読み上げて説明してい

る。 
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9 

運営に関する

利用者、家族

等意見の反映 

利用者や家族等が意

見、要望を管理者や職

員ならびに外部者へ表

せる機会を設け、それら

を運営に反映させている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

職員は、ほとんどを利用者と同

じ空間にいる事で、意見を気軽に

言い易い環境、雰囲気作りに努め

ている。また利用者や家族が些細

なことでも意見する事ができるよう

居室担当職員を設けている。利用

者は、介護相談員を通して外部へ

意見を表せる機会を得られてい

る。 

 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

A.２つ 

B.５つ 

 意見、話しやすい雰囲気が

ある。 

10 

運営に関する

職員意見の反

映 

代表者や管理者は、運

営に関する職員の意見

や提案を聞く機会を設

け、反映させている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

職員の意見を管理者に伝え、管理

者は、月に 1回の本社会議で職員

の意見を報告している。 

 

 

 

 

      

11 
就業環境の整

備 

代表者は、管理者や職

員個々の努力や実績、

勤務状況を把握し、給与

水準、労働時間、やりが

いなど、各自が向上心を

持って働けるよう職場環

境・条件の整備に努めて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

本人の能力や意欲の把握に努め

働きやすい職場環境になるよう取

り組んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

B.７つ 
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12 
職員を育てる

取り組み 

代表者は、管理者や職

員一人ひとりのケアの実

際と力量を把握し、法人

内外の研修を受ける機

会の確保や、働きながら

トレーニングしていくこと

を進めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

法人内外で段階ごとに、新人研

修、認知症実践者研修など研修を

受けている。事業所内のケアの質

の向上を目指すため、職員の配置

を考え研修に参加しやすい環境作

りをしている。 

 

 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

A.１つ 

B.５つ 

  

13 

同業者との交

流を通じた向

上 

代表者は、管理者や職

員が同業者と交流する

機会を作り、ネットワーク

づくりや勉強会、相互訪

問等の活動を通じて、サ

ービスの質を向上させて

いく取り組みをしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

外部の研修の際に、他事業所

の職員と情報交換し交流してい

る。 

 

 

 

 

 

      

14 

本人と共に過

ごし支えあう

関係 

職員は、本人を介護され

る一方の立場におか

ず、暮らしを共にする者

同士の関係を築いてい

る 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

企画行事に参加して頂き、共に

過ごす時間を設け、毎月利用者そ

れぞれの担当職員から、ご家族宛

に、近況をお便りし情報共有してい

る。 

      

15 

馴染みの人や

場との関係継

続の支援 

本人がこれまで大切にし

てきた馴染みの人や場

所との関係が途切れな

いよう、支援に努めてい

る 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

事業所に利用者の親族や友人

が訪ねて来られたり電話で話すな

ど、以前の関係が続けられるよう

にしている。 
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Ⅱ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント         

16 
思いや意向の

把握 

一人ひとりの思いや暮ら

し方、生活環境、一日の

過ごし方の希望や意向の

把握に努めている。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

3 ヶ月に 1回のケースカンファレ

ンスで、不安な事、楽しい事、やり

たい事、要望等、本人の今の気持

ちを聞き、希望に沿えるよう話し合

っている。日常生活の何気ない会

話の中から思いを汲み取り、記録

に残し職員間で情報を共有し、ケ

アに当たっている。 

 

 

      

17 

チームでつく

る介護計画と

モニタリング 

本人がより良く暮らすため

の課題とケアのあり方に

ついて、本人、家族、必要

な関係者と話し合い、そ

れぞれの意見やアイディ

アを反映し、現状に即した

介護計画を作成している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

担当職員が利用者に話を聞き、

カンファレンスシート、センター方式

(C1-2、D-1、D-2)を作成し、ケース

カンファレンスで話し合っている。

それをもとに、計画作成担当が、ケ

アプランの見直しを行っている。 

 

 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

A.６つ 

B.１つ 

  

18 
個別の記録と

実践への反映 

日々の様子やケアの実

践・結果、気づきや工夫を

個別記録に記入し、職員

間で情報を共有しながら

実践や介護計画の見直し

に活かしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

日頃のケアの中で気づいた事を

介護記録や申し送りノートに記録し

てカンファレンスシートを作成し、職

員間で情報を共有している。また、

会話の内容はなるべく本人の言葉

で記録に残すようにしいる。 

 

 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

A.３つ 

B.４つ 

 記録している事で情報の共

有が図れる。 
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19 

一人ひとりを

支えるための

事業所の多機

能化 

本人や家族の状況、その

時々に生まれるニーズに

対応して、既存のサービ

スに捉われない、柔軟な

支援やサービスの多機能

化に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ご家族の要望等をお聞きし、本

人への支援をどのようにしていった

らいいのか、相談してケアに結び

付けていくように努めている。 

 

 

 

 

      

20 
地域資源との

協働 

一人ひとりの暮らしを支え

ている地域資源を把握

し、本人が心身の力を発

揮しながら安全で豊かな

暮らしを楽しむことができ

るよう支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

これまで事業所での行事で、ボ

ランティアの方に歌、踊り、昔ばな

し等を披露して頂いたり、地区の小

学生からハーバリウム作りに招待

して頂き、楽しまれていた。消防署

の方を招いた防災訓練を実施し、

利用者にも参加して頂き安全に暮

らせるよう取り組んでる。 

 

 

 

      

21 
かかりつけ医

の受診支援 

受診は、本人及び家族等

の希望を大切にし、納得

が得られたかかりつけ医

と事業所の関係を築きな

がら、適切な医療を受け

られるように支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

提携医による往診を月 2回行っ

ており、特変があれば相談できる

関係になっている。本人の病状に

応じて、それぞれの医療機関を受

診している。必要がある場合によっ

ては、通院介助も行うか、ご家族

同行で通院している。 
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22 

入退院時の医

療機関との協

働 

利用者が入院した際、安

心して治療できるように、

また、できるだけ早期に退

院できるように、病院関係

者との情報交換や相談に

努めている。あるいは、そ

うした場合に備えて病院

関係者との関係づくりを

行っている。 

 
 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入院となった際には、病院へホ

ームでの情報を伝えている。入院

中は、可能なら面会に行き、病院

関係者に話を聞いて状態把握に努

めている。 

 

 

 

 

 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

A.６つ 

不明.1つ 

 その状況になっていないので

回答できません。 

23 

重度化や終末

期に向けた方

針の共有と支

援 

重度化した場合や終末期

のあり方について、早い

段階から本人・家族等と

話し合いを行い、事業所

でできることを十分に説明

しながら方針を共有し、地

域の関係者と共にチーム

で支援に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

サービス利用前に、事業所で対

応できる事、できない事を説明して

いる。身体状況が変化した際は、

本人、ご家族、提携医と重度化し

た場合についての対応を話し合っ

て方向性を統一している。 

 

 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

A.５つ 

B.１つ 

不明.１つ 

 その状況になっていないので

回答できません。 

24 
急変や事故発

生時の備え 

利用者の急変や事故発

生時に備えて、全ての職

員は応急手当や初期対

応の訓練を定期的に行

い、実践力を身に付けて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

緊急対応マニュアルを掲示して

いる。また、消防署の指導のもと、

定期的に AEDを使用した心配蘇

生法の訓練を行い、意識づけ実践

に繋げられるよう取り組んでいる。 
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25 災害対策 

火災や地震、水害等の災

害時に、昼夜を問わず利

用者が避難できる方法を

全職員が身につけるとと

もに、地域との協力体制

を築いている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

消防署の指導のもと、定期的に

昼夜間を想定した避難訓練を行

い、職員ひとりひとりがシュミレー

ションするようにしている。地区の

避難場所や、非難時における資源

なども把握してある。 

 

 

 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

A.６つ 

B.１つ 

  

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援          

26 

一人ひとりの

尊重とプライ

バシーの確保 

一人ひとりの人格を尊重

し、誇りやプライバシー

を損ねない言葉かけや

対応をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

利用者の人格を尊重し、それぞ

れの性格に合わせた対応を心掛

け、言葉遣いにも気を付けている。

また、利用者のプライバシーに関

わる内容は、利用者の前では話さ

ないようにしている。 

 

 

 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

A.５つ 

B.２つ 

  

27 
日々のその人

らしい暮らし 

職員側の決まりや都合

を優先するのではなく、

一人ひとりの日常生活

における希望や意向、

暮らしのペースを大切に

し、その日をどのように

過ごしたいか、希望にそ

って支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

一日の流れで、食事以外の時間

は特に設けておらず、全ての事で

強制する事なく、本人の希望、意

思に合わせて過ごせるように関わ

っている。 
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28 

食事を楽しむ

ことのできる

支援 

食事が楽しみなものにな

るよう、一人ひとりの好

みや力を活かしながら、

利用者と職員が一緒に

準備や食事、片付けをし

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

企画行事で、蕎麦や寿司の出前

をとったり、外食をして、好きな物を

選んで召し上がって頂く機会を設

けている。 

 

 

 

 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

A.４つ 

B.２つ 

 食事も楽しみの一つでもある

ので工夫も必要である。 

29 
栄養摂取や水

分確保の支援 

食べる量や栄養バラン

ス、水分量が一日を通じ

て確保できるよう、一人

ひとりの状態や力、習慣

に応じた支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

食事については、専門の業者に

依頼し、栄養士によるカロリー計算

がされており、バランスも確保でき

ている。また、それぞれの体調や、

飲み込み状態に合わせて、刻み食

等の工夫をしている。 

 

 

      

30 
口腔内の清潔

保持 

口の中の汚れや臭いが

生じないよう、毎食後、

一人ひとりの口腔状態

や本人の力に応じた口

腔ケアをしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

毎食後、声掛けを行い歯みがき

をしてもらっている。歯科医師によ

る口腔ケアを月に 1回受けてお

り、口腔内の異常や義歯の不調等

見られた場合には必要に応じ治療

を行っている。 

 

 

 

 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

A.５つ 

B.２つ 
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31 
排泄の自立支

援 

排泄の失敗やおむつの

使用を減らし、一人ひと

りの力や排泄のパター

ン、習慣を活かして、トイ

レでの排泄や排泄の自

立にむけた支援、便秘

の予防等、個々に応じた

予防に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

排泄チェック表を使用し、それぞ

れの排泄状況を把握している。歩

行に不安な方も、夜間のみポータ

ブルトイレを使用し、すぐにオムツ

を使用せず、できるだけトイレでの

排泄をして頂けるよう一人ひとりに

合わせて支援している。また、排泄

チェック表、介護記録に各々の排

便状況を記録し把握している。本

人の希望により、毎朝食時に便秘

予防に牛乳や豆乳とヤクルトを希

望して飲んでいる方もいる。自力

排便が困難な方には、医師の指示

により下剤等を使用している。 

 

 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

A.６つ 

B.２つ 

 個人の状態の違いでの対応

ができている。 

32 

入浴を楽しむ

ことができる

支援 

一人ひとりの希望やタイ

ミングに合わせて入浴を

楽しめるように、職員の

都合で曜日や時間帯を

決めてしまわずに、個々

にそった支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 1人で入浴したい方、仲の良い利

用者と一緒に入浴する方等、要望

に合わせて行っている。入浴中も、

好みに合わせてお湯の温度を調

節する等、安心してゆっくり入って

頂けるよう心がけている。 
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33 
安眠や休息の

支援 

一人ひとりの生活習慣

やその時々の状況に応

じて、休息したり、安心し

て気持ちよく眠れるよう

支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ほとんどの方が、好みの時間に

就寝できている。介助が必要な方

についても、本人のペースを把握

し、希望を聞き誘導している。必要

な方は居室に加湿器や消臭剤を

設置し、室内の灯りも、真っ暗にす

る方、小さい電気をつける方、一人

ひとりに合わせ、調節し安心して休

んで頂けるよう支援している。 

 

      

34 服薬支援 

一人ひとりが使用してい

る薬の目的や副作用、

用法や用量について理

解しており、服薬の支援

と症状の変化の確認に

努めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

お薬の説明を個人のファイルに

閉じ、情報を共有し、いつでも確認

することができるようにしている。

担当職員が仕分けをし、また違う

職職員が振り分け、服薬の際に名

前と日付を声に出し読み上げ確認

し、誤薬を防いでいる。 

 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

A.４つ 

B.３つ 

  

35 
役割、楽しみ

ごとの支援 

張り合いや喜びのある

日々を過ごせるように、

一人ひとりの生活歴や

力を活かした役割、嗜好

品、楽しみごと、気分転

換等の支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

本人の能力に合わせ、食事の

後片付け、毎食時の「いただきま

す」の掛け声、洗濯物たたみ等を

行ってもらっている。また、好みの

本を読んだり、個人持ちのテレビ

やラジオを居室で視聴する方もお

られる。記念日毎に、ご家族に電

話する方もおり、張り合いや喜びに

繋げている。 
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36 
日常的な外出

支援 

一人ひとりのその日の

希望にそって、戸外に出

かけられるよう支援に努

めている。また、普段は

行けないような場所で

も、本人の希望を把握

し、家族や地域の人々と

協力しながら出かけられ

るように支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

本人の状態や、個々のADLによ

り、日常的には、希望に沿う事がで

きていない。企画行事の際に、花

見や紅葉狩り、市町村の催し物を

見に行ったりと、普段行けない所

へお連れし、季節を感じ楽しんで

頂いている。 

 

 

 

      

37 

お金の所持や

使うことの支

援 

職員は、本人がお金を

持つことの大切さを理解

しており、一人ひとりの

希望や力に応じて、お金

を所持したり使えるよう

に支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

金銭は、事務所でお預かりして

いる。本人の希望で、欲しい物等

あれば要望をきいて買いに行った

りしている。 

 

 

 

 

      

38 
電話や手紙の

支援 

家族や大切な人に本人

自らが電話をしたり、手

紙のやり取りができるよ

うに支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

本人の希望で電話する事がで

き、記念日毎に電話をしている方も

いる。今はいないが、希望があれ

ば手紙のやり取りも可能。 
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39 

居心地のよい

共用空間づく

り 

建物内部は一人ひとり

の身体機能やわかる力

を活かして、安全かつで

きるだけ自立した生活が

送れるように工夫してい

る。共用の空間が、利用

者にとって不快や混乱を

まねくような刺激がない

ように配慮し、生活感や

季節感を採り入れて、一

人ひとりが居心地よく過

ごせるような工夫をして

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

利用者の目線に合わせた案内

表示をしている。室内温度、あかり

は、その時々の要望により調節し

ている。本人の状態や希望に合わ

せた食席の配置、またソファー等も

設置し、居心地の良い空間になる

ようにしている。季節に合った掲示

物や行事時に制作した作品と写真

を掲示し、皆さんその時を思い出し

て楽しそうに眺めている 

 

 

 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

A.６つ 

B.１つ 

  

Ⅳ．本人暮らしの状況把握・確認項目（利用者一人ひとりの確認項目）         

40 
本人主体の

暮らし 

本人は、自分の思い、

願い、日々の暮らし方

の意向に沿った暮らし

ができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ケースカンファレンスや日常生活

の何気ない会話の中から思いを汲

み取り、記録に残し職員間で情報

を共有している。 
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41 

本人は、自分の生活

歴や友人関係、暮らし

の習慣、特徴など

様々な情報をもとに、

ケア・支援を受けるこ

とができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 本人やご家族から生活歴や暮ら

しぶりを会話などを通して聞き、ユ

ニット内で共有し、念頭に置きなが

らケアに当たる様にしている。 

 

 

 

 

  

      

42 

本人は、自分の健康

面・医療面・安全面・

環境面について、日々

の状況をもとに、ケア・

支援を受けることがで

きている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 利用者の体調の変化を看護師に

報告し、必要に応じそれぞれの医

療機関を受診して病状管理等に役

立てている。 

 

 

 

  

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

A.６つ 

B.１つ 

 日々の状態が記録されてい

る。 

43 
生活の継続

性 

本人は、自分のペー

スで、これまでの暮ら

しの習慣にあった生活

ができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ケースカンファレンスでセンター

方式を活用し、その人の習慣や出

来る事、出来ない事を把握し、より

良い生活ができるよう努めている。 
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44 

本人は、自分のなじみ

のものや、大切にして

いるものを、身近（自

室等）に持つことがで

きている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

居室内は、本人が使い慣れたタ

ンスや鏡台を置いたり、テレビやラ

ジオも自由に設置する事ができ、

居心地の良い空間を作っている。

加湿器を設置して居る方もおり、安

心安全に過ごせる環境作りをして

いる。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

A.７つ 

  

45 

本人は、自分の意向、

希望によって、戸外に

出かけることや、催

（祭）事に参加すること

ができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 会話の中で、本人が行きたい場

所など希望をきいている。 

 

 

 
 

      

46 

本人が持つ

力の活用 

本人は、自分ができる

こと・できないこと、わ

かること・わからないこ

とを踏まえた、役割

や、楽しみごとを行う

ことができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 会話の中から読書が好きと知っ

た方に好みの本をきいて読んでも

らっている。 

 

 

 

 
 

      

47 

本人は、自分がいきい

きと過ごす会話のひと

時や、活動場面を

日々の暮らしの中で

得ることができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 利用者の要望を聞き、利用者同

士や職員との関係性を作れるよう

に支援している。 

 

 
 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

A.６つ 

B.１つ 
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48 

本人は、自分なりに近

隣や地域の人々と関

わったり、交流するこ

とができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 近年は新型コロナの影響で休止

しているが、子供神輿の休憩所に

ホーム前を使ってもらっていて主に

地元出身の入居者が交流してい

た。今後、以前のように地域との交

流をしていきたい。 

 

 
 

      

49 総合 

本人は、この GHにい

ることで、職員や地域

の人々と親しみ、安心

の日々、よりよい日々

をおくることができて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 地域の一員として、ご利用者様

のご希望に沿いながらサービスの

実施を施設では心掛けている。ま

た、より本人様らしい生活が送れる

よう地域の皆様と必要な際には相

談等を実施している。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

A.７つ 

 安心してすごせるよう配慮し

ている。 

 


